
──研究開発グループでお二人はどの

ような業務に携わっているのですか。

𠮷田 ● オランダの総合化学会社、アク

ゾノーベル社で開発したキシラデコー

ルを、日本の法規制や気象条件に見合

うものにするため、日々、研究・開発を

重ねています。

　もとになるのは、耐候性をはじめと

するさまざまな性能に関する試験の積

み重ねです。

　研究開発グループの施設と同じ敷地

内で各種の性能評価に取り組むほか、

高温多湿で気象条件の厳しい鹿児島

や沖縄の屋外試験場で、防カビ性や

防虫性などの性能評価を実施していま

す。大学や公的研究機関とも連携を図

って、これらの評価方法に関する最新

の情報を得るように努めてもいます。

　開発元であるアクゾノーベル社とは

協力体制を築いていて、情報交換を図

ったり、研究成果に裏付けられた技術

提案を同社に持ち掛けたりしています。

これらの提案は採用されて、製品開発

に生かされたりもしています。

小林 ● 製品としてすでに出来上がった

ものでも、時代の流れの中で見直しは

必要です。まず安全性の確保を基本に

すえた上で、さまざまな性能の向上を

図ろうと努めています。

　例えば、作業性を高めることも必要

です。「塗りムラができないようにして

ほしい」「できるだけ短時間で乾くよう

にしてほしい」といった施工現場の声が

営業担当者を通じて伝えられます。そ

うした声にも応えています。

　製造段階の品質管理を確かなものに

していくのも、重要な業務の一つです。

とりわけ、色のぶれを抑えることには

力を入れています。国内で取り扱う15

色に関して、製造時期によって色味に

違いが生まれることのない品質管理を

果たせるように、品質データの蓄積と

解析を続けています。

──性能の中で基本にすえる安全性の

確保に関しては、どのような考え方で

臨んでいますか。

𠮷田 ● まず、防腐、防カビ、防虫成

分に関しては、効力がいくら認められ

ても、安全性が確保できないようなら

使いません。

　例えば発がん性に関しては、WHO

（世界保健機関）の国際がん研究機関

（IARC）や米国環境保護庁（EPA）、

日本産業衛生学会の分類などをもとに

判断しています。ただ、たとえそこで

日本エンバイロケミカルズ

は発がん性物質に分類されていないと

しても、動物実験で疑わしい結果の出

た物質は使いません。

　もっとも、製品を構成する物質一つ

ひとつに関して安全性を示すデータを

手に入れるのは、現実には困難です。

それに、一つひとつは安全だとしても、

配合したときにどう評価できるか、別

問題の場合もあります。そうした理由か

ら、弊社では、製品の段階で安全性を

確かめる試験を必ず実施するようにし

ています。

──安全性を確かめる試験とは、具体

的にはどのようなものですか。

𠮷田 ● 急性毒性試験、皮膚感作性試

験、変異原性試験、ヒト皮膚刺激性試

験、生殖毒性試験などです。環境に

対する影響度合いを調べる目的から、

魚毒性試験やオオミジンコの遊泳阻害

試験も実施しています。これらの試験

結果を自社基準に照らして、健康や環

境を害する水準ではないことを確かめ

た上で、市場に供給するようにしてい

ます。

　弊社は製薬メーカーの一部門を前身

としています。安全性を確かめるのに

必要と判断した試験は必ず実施した上

で製品を供給する、という考え方は、

その当時も今も変わりません。

小林 ● ただ現実には、どのような人に

対しても影響はまったくない、とは言い

切れない場合もあります。なかにはア

レルギー体質の方もいらっしゃるので、

何らかのアレルギーが出る場合も考えら

れます。そのような事態を事前に避け

る狙いから、製品に添える注意書きの

内容に十分な配慮を加えるように心が

けています。

──最後に、日常業務の中で心がけ

ていることを教えてください。

𠮷田 ● 小林も私も薬剤師として、安全

性の確保にどう取り組んでいくか、と

いう点に最も気を使って、最新の情報

を収集するように心がけています。連

携を図っている公的試験機関などとも

情報を交換し、安全性の確保に関する

時代の流れをつかむよう努めています。

　例えば、最近は動物愛護の観点か

ら、安全性を確かめる試験には動物を

使わないようにするのが、世界の流れ

です。そして、それに代わる試験方法

も提唱されるようになっています。そう

した時代の流れを常に意識していきた

いと考えています。

小林 ● 合成系も天然系も含め、ある

物質を成分として使えるか否かを判定

するスクリーニングという業務に携わっ

ています。防腐や防カビ効果が高いと

評価できる物質であっても安全だと判

断できなければ、使用するのを断念せ

ざるを得ません。

　そうした日常の業務経験から、天然

由来の物質は人に優しいという“思い込

み”には気を付ける必要がある、と感じ

ています。自然界に存在している時点

では確かに安全であっても、塗料や防

蟻剤といった工業製品になった時点で

はどうなのか、別問題です。安全性に

関してはあくまで、製品としてどうか、

という視点で評価するように気を付け

ています。
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◉ 人体や環境に悪影響を及ぼす物質は使わない

安全性の確保を基本に性能試験を積み重ねる

製造段階の品質管理で
色のぶれを抑える

個別成分の安全性に加えて
製品として、の視点も重要
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スギの板材に木材保護塗料「キシラデコール」を試し塗
り。同じ色の塗料でも製造時期によって色の出方に差が
生じかねないので、それが最小限の範囲に収まるように
実際に木材に塗って確かめる

大阪の臨海部、大阪ガスの関連施設が並ぶ広大な敷地の一角に、保存剤事業部の入る建物がある。敷地内では、耐候性
や防腐性など主要な性能がどの程度見込めるのかを確かめる性能試験にも取り組む

［キシラデコールに関する情報満載！▶www.xyladecor.jp］
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